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 授業が始まり、普段の学校生活に戻りつつあります。新入生も中学校生活に少しずつ慣れてき

たようです。今回の校長室だよりも年度当初に行われた行事や取組について紹介します。 

 

 

４月１０日の３校時、大宮学校給食センターの職員の方

に来ていただき、１年生を対象に中学校の給食についての

説明会を行いました。小学校では自校給食、給食は栄養士

の方が教室まで台車で運んでくれていましたが、中学校で

は給食センターで作ったものが学校に運ばれ、給食当番が

給食室まで取りに行くようになります。小学校との違いに

ついてスライドを使ってわかりやすく説明をしてくださ

いました。説明会後、子どもたちは給食センターで使っていた大きなしゃもじに興味津々。自分

の身長ほどあるしゃもじを手に取り、その大きさに驚いていました。この日から給食がスタート

です。１年生の教室では、３年生の給食委員が補助に入り、エプロンや三角巾の点検、廊下での

整列の呼びかけ、給食室への誘導等を行っていました。丁寧に教える優しい３年生、頼りになる

３年生、ありがとうございます。 

 

 

 ４月１３日、発育測定を行いました。発育測定は、定期

的な測定を通じて子どもたちの心身の成長状態を把握し、

健康維持、健康増進や病気の早期発見に役立てます。身長、

体重、視力、聴力を測定しました。身長の結果を知り、「○

ｍｍしか伸びていなかった」と残念そうに教えてくれた子

がいました。成長には個人差があります。大丈夫です。伸

びています。しっかり食べて、しっかり運動して、しっか

り寝る。心がけてください！（私なんて伸びるどころか・・・うらやましい） 

結果は後日に各家庭に配付しますので、ご確認ください。 

 

 

 ４月１３日、地震を想定した避難訓練を行い、子どもたちは担任や学年職員の誘導のもと、落

ち着いて、速やかに避難をすることができました。私からはいざというときに「自分の命を守る

ために」「みんなが助かるために」、迅速に、そして真剣に避難訓練に臨んでほしいと話しました。

４月２２日の夕方、三陸沖で大きな地震があり、津波警報も出されました。そして北海道・三陸

沖後発地震注意情報が発表され、今も不安の中で生活している人がいます。東日本大震災から１

５年、今の中学生は東日本大震災後に生まれた子どもたちになります。ご家庭でも、避難場所や

家族の集合場所、連絡方法、防災グッズ等の確認、防災意識の向上のための話し合いをぜひお願

いいたします。 

 


